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全体スケジュールとＨ20の目標

２０１０年に知識マネジメントシステムのプロトタイプを公開

概念検討 設計 システム構築 試運用

２００５年 ２００６年 ～ ２００９年 ２０１０年

全体スケジュール

H20の目標
地下水シナリオ全体を対象とした討論モデルを構築するとともに，それに

必要な知識を体系的に整備する。これに基づき，知識ベースおよびそれら
を活用するための共用ユーティリティを試作する。

マネジメント機能のうち，論証支援ツール及び知識協働支援ツールを試
作する。

国内外の専門家によるワークショップを行い，知識マネジメントシステム
の技術レビューを行う。



予備的なセーフティケースの要件:
•サイト／処分概念の基本的な安全性の確認
•サイトスペシフィックなデザインオプションの比較のためのインプット
•サイトの相互比較の支援
•許認可を支援するための透明性のある記録

H12 SC
ジェネリック

SC：PIA選
定段階

SC：DIA選
定段階

SC:最終処分
施設建設地
選定段階

SC：許認可 SC：閉鎖

安全レビュー予備的なサイトスペシフィックSC

条件の変化：
• 技術的
• 規制上
• 社会経済的

技術情報の統合：
•サイトの理解
•サイトスペシフィックな設計
•システムの理解

規制上の制約：
•目標
•境界条件 (e.g. 評価期間，シナ
リオの取り扱い）

社会経済的境界条件：
• 受容性
• 経済的制約
• ….

セーフティケースの段階的進展とKMS

安全確認 安全レビュー結果
等による確認

条件の変化：
• 技術的
• 規制上
• 社会経済的

総合的考慮：
• 技術的
• 規制上
• 社会経済的

総合的考慮：
• 技術的
• 規制上
• 社会経済的

KMSによる支援：
•実施主体－SCの作成
•規制機関－SCのレビュー
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討論モデル JAEA 知識ベース

プロジェクトに
関する知識

関連する知識

Partner 
Knowledge –
イントラネット

World 
Knowledge –
インターネット

コミュニケーション
インターフェース

焦点をあてた
検索

QA, 統合，R&D計画, 
アーカイブ化

知識ベースの基本コンセプト
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討論モデルの展開

安全戦略 地質環境に関する知識に基づく論拠

処分コンセプト・処分場設計に基づく論拠

システム挙動の理解に基づく論拠

確定された
知識ベース

ワーキングメモリー

Plan

DoSee

知識の生産/活用のサイクル

証拠
ドメイン知識

計画
進捗

確定された知識に基づく主張

仮説に基づく主張

反論

包括的な品質マネジメントシステム
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KMSにおける知識の生産・活用
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上
位
レ
ベ
ル

戦
略
的
知
識
の
活
用

中
間
レ
ベ
ル

目
的
指
向
型
知
識
の
統
合

下
位
レ
ベ
ル

科
学
的
知
識
の
創
出
・
活
用

安全評価安全評価

地質環境モデル地質環境モデル 処分場設計処分場設計

性能評価シナリオ性能評価シナリオ

システム性能評価モデルシステム性能評価モデル

性能評価結果性能評価結果

システム編成の理解システム編成の理解

サイト特性調査プログラムサイト特性調査プログラム

関連するタスク知識関連するタスク知識

サイトデータベースサイトデータベース

データ処理，解釈，品質評価データ処理，解釈，品質評価

設計マニュアル設計マニュアル

関連するタスク知識関連するタスク知識

設計データベース設計データベース 性能評価データベースPA性能評価データベースPA

R&DプログラムR&Dプログラム

関連するタスク知識関連するタスク知識

データ処理，解釈，品質評価データ処理，解釈，品質評価
データ処理，解釈，品質評価データ処理，解釈，品質評価

セーフティケースセーフティケース



KMSの全体構造

黒板システム

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
知
識
ソ
ー
ス

開
発
支
援
環
境

IS
IS

ISイ ンテ リ

ジ ェ ン ト
システム

IS
IS

IS手 続 き
型システ
ム

HS
HS

HSハイブ
リッドシ
ステム

個別の知識ソース群

討論ダイアグラム構築
支援機能

論証生成事例ベース

問題解決
メソッド

エキスパート
システム開発

ツール
知識協働支援機能

情報・データベース

コミュニティ支援機能

知識のマネジメント 知識の生産・利用
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討論モデルの例 8

好ましい地球化学環境（暫定版）

処分場を，核種の閉じこめ
に適した地球化学的環境に
設置することができる

処分場をレドック
フロントより下に
設置することが
可能である

深部の地下水は中
～弱アルカリ性
（pH）を示す

地質環境は，擾乱
に対し化学的緩衝
性を示す

火山周辺では，火山活
動により酸化性の地下
水が存在する

透水ゾーンを通じて，地
下深部に酸化性地下
水が侵入する

地下施設の掘削など人
為的な原因により酸化
性地下水が流入する

将来，隆起/侵食によ
り酸化性地下水が流入
する

地下深部の地下水化
学データベースには限
界がある

レドックスに関するデー
タの品質が担保するこ
とが難しい

そもそも測定数が少な
い

第2次取りまと
め

処分場は既存の火山から十
分な距離を離して設置する
ことができる

化学的緩衝性により還元環
境が回復する

適切なサイトを選定すること
により。隆起/侵食の影響
を少なくすることができる

サイトにおいて適切な調査
を行うことによりデータベー
スを拡張することができる

データは，体系的な品質評
価により分類することが可
能である

岩石ー地下水反応モデル
や地下水混合モデルなどに
より，分布などを理解するこ
とができる

サイト特性調査により，その
ような透水ゾーンが存在しな
いことを確認することができ
る



黒板アーキテクチャー（ワーキングメモリー）における問題可決の構造と

それらに必要な知識ソースの例 （好ましい地球化学環境の一部） 9

情報

タスク

エキスパートシステム(ES)

全体計画

個別調査
計画

地下水の分析 水質形成プロセス

地下水化学
調査 地球化学環境

地質情報の対象

情報の種類

データ

データセット

モデル

論拠
（討論モデル）

・・ 地下水の採水 地下水の地球化学特性分布

- 目的

- 制約条件

・・・・

掘削計画概要図

-掘削トレーサ選定への要求事項

- ・・・・

掘削水トレーサ

-トレーサの種類

-トレーサの数

品質評価後の

データセット

測定データ

-岩石ー地下水反応

・酸化還元反応の推定

- ・・・・

観察された鉱物

Ehの空間分布

地球化学モデル

好ましい地球化学環境

掘削計画概要図作成支援ES 

掘削水トレーサ選定支援ES

水質データの品質評価ES
水質形成プロセスモデル化支援ES

計画

黒板アーキテクチャーによる問題への“気づき”支援

メールサーバ予測データとの違い・
矛盾をチェック

現場で取得された各分野のデータ

現場に設置したデータ計測機器

問題解決に必要な知識
ソースの抽出

担当者への自動メー
ル送信

黒板

課題があった場合

実施作業の保存

分野間のデータの比較，予測データと実測値の比較，トラブルシューティングに
おける問題への気づきと問題解決の支援

問題のライブストリー
ミング

黒板に示された知識ソース
による問題解決とその内容

のインプット
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オールインワンレポートの基本コンセプト
11

11

Ｃ

図表

入力データ
セット

適用されるPA
コード，可視

化ツール etc.

インテリジェントシステム
•エキスパートシステム
•ユーザーの活用のためのオ
ンラインヘルプ
•知識ベースへのリンク

レポート
黒板の個々の領域の中の情
報を示した文章，図表を含む
HTMLドキュメント

知識ソースTexts

黒板
レポートに関連する全ての情報や
途中結果を含むワーキングメモリ

ユーザー

コントロールシェル
レポートの修正内容に
応じた黒板の要素の
起動，及び適切な知
識ソースの起動と必
要とされる入力情報
の配信

レポートの修正
= 黒板での情報更新
の反映

新たな結果

修正

インプット

レポートの修正内容の指定

シンクタンク機能の試行

ナレッジオフィスの重要な役割

– 将来必要となる要件や境界条件の予測
の提供

将来の発電プラントから発生する廃棄物

将来の社会的，政治的環境

次世代の処分場設計

先進的性能評価手法

Current Fuel Cycle (LWR) / 
Advanced Fuel Cycle (MOX, FBR ٠ ٠ ٠ )

Repository System Development
•Site Characterization
•Repository Design
•Performance Assessment

<Boundary Conditions>
•Policy of energy use
•Laws and requirements
•Available technology    

etc.

<Boundary Conditions>
•Laws and requirements
•Disposal site conditions   

etc.

Repository 
System 

Optimization

Fuel Cycle 
Process 

Optimization

Feedback Waste Types and Inventories
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KMS国際レビューワークショップ 13

2008年11月11日～14日 （東京）
国外： OECD/NEA, NDA, BGS, Nagra, LBNL
国内： 名大、首都大、エネ総研、原安委、 原安協、JNES、原環機構、日本原燃

運営費交付金 知識マネジメントシステムの開発（KMS）
エネ庁公募事業 地質環境総合評価技術高度化開発（ISIS)
エネ庁公募事業 先進的地層処分概念・性能評価技術高度化開発（PA）

Concept, approach, design, development
プロトタイプの初デモンストレーション

「実施者にとっても規制者にとっても有益」と絶賛。
世界で初めての試み。今後、海外機関との協力も。

まとめと今後の課題

まとめ

知識マネジメントシステムの詳細設計に基づき。地下水シナリオ全体を対象とした
討論モデルの具体化と，論証支援ツール及び知識協働支援ツールの試作に着手
した。

国内外の専門家によるレビューワークショップを実施し，システム開発の進め方や
設計の妥当性などのレビューを受けた。

今後の課題

地下水シナリオ全体を対象とした討論モデルを構築するとともに，それに必要な
知識を体系的に整備する。

論証支援ツール及び知識協働支援ツールを試作する。
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